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診療支援局：＜検査部門＞臨床検査 

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

診療支援局次長兼検査部門長 

兼臨床検査副センター長 

兼栄養管理副センター長 

兼先進医療開発副センター長 

花田 浩之 

部門長代理 山﨑 功次 

主幹兼輸血・細胞治療センター 小島 義忠 

主査兼輸血・細胞治療センター 米本 隆浩 

主 査 須合 恵美 

主査兼輸血・細胞治療センター 井上 早紀 

主 査 井伊 稚佳子 

  

  
主査兼輸血・細胞治療センター 宮本 志保 

主 査 田川 次郎 

主 査 福岡 京子 

主 査 坂本 秀行 

主 査 藤本 ひかる 

主 査 吉田 梓 

スタッフ（臨床検査技師） 23名 

事務員 1名 
  

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

詳細については「共同運営部門：臨床検査センター・輸

血・細胞治療センター」をご覧ください。
 

診診療療支支援援局局：：＜＜検検査査部部門門＞＞病病理理検検査査 
 

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

主査（臨床検査技師） 中井 信子 

スタッフ（臨床検査技師） 4名 

事務員 1名 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

病理検査の業務は、組織診、細胞診に大別される。病変

の一部を採取する生検組織診、手術によって摘出された標

本の組織型の診断、病変の広がり、転移の有無、術中の切

除断端の評価を行う術中迅速組織検査や、病理解剖から

なっている。病理医による最終診断（確定診断）を行うため、

病理診断は、診療において重要な役割を果たしている。 

大阪府がん診療拠点病院として悪性腫瘍の症例が多く、

コンパニオン診断（免疫組織化学染色や外注検査）の件数

が年々増加している。病理医が腫瘍含有率を評価し、臨床

検査技師が薄切を行っている。今年度の構成員は、臨床

検査技師5名（うち細胞検査士5名）事務員1名、計6名で業

務を行っている。 

＜＜実実績績＞＞  

今年度は、組織診断検査の件数は、内視鏡検査等の増

加により、7.4％増加した。迅速検査（組織診、細胞診）は

400件を超えた。OSNA（直接遺伝子増幅）法によるリンパ節

転移検査は、１７％減少した。細胞診検査は、4.6％増加し

た。病理解剖は、各診療科のご協力により、10件実施した。

病理解剖症例を対象とした、CPC（臨床病理検討会）は、

年8回開催し、定期的に行われている乳腺カンファレンスに

組織像を提示しチーム医療に貢献している。また昨年度に

引き続き、細胞検査士によるベッドサイドでの迅速検査

（ROSE）を実施している。 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞ 

組織診検査件数は年間5,000件、術中迅速診断は200件を 

超えていることは、高度な医療が実践されていると考える。

病理解剖については10件実施し、目標を達成した。迅速細

胞診(ROSE)の正診率の上昇に寄与し、至急検査にも柔軟

に対応できた。今年度、新たに１名が細胞検査士認定試験

に合格し、病理担当技師全員が細胞検査士資格を取得し

た。来年度、１名補充予定。引き続き迅速な臨床への対応、

円滑に業務を遂行する。 
2025年度月別病理検査件数（入院・外来）             （件） 

           月 

検査別 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

組織診検査 485 479 520 571 495 490 541 450 471 503 480 528 5,986 

（術中迅速組織診） 15 8 16 12 18 17 19 15 16 13 11 14 174 

（診断のみ） 3 1 11 9 6 11 11 4 6 6 6 4 78 

（OSNA法） 0 2 3 2 0 0 3 3 1 6 1 2 23 

（迅速診断OSNA法） 7 1 3 4 6 4 6 6 5 4 3 6 55 

（セルブッロク法） 0 0 3 5 2 3 3 1 1 2 6 0 26 

細胞診検査 403 428 470 405 360 419 479 384 410 375 323 400 4,856 

（迅速細胞診） 27 20 21 15 17 25 24 18 22 24 14 15 242 

病理解剖 2 0 0 1 0 0 0 0 1 2 2 2 10 

2025年度病理外注検査件数（入院・外来）          （件） 

ＨＥＲ-2(IHC) 109 73 ＭＳＩ 79 79

ＨＥＲ-2 FISH 107 70 ＨＥＲ-2(IHC) 28 42

ＰＤ-Ｌ1 2 1 ＨＥＲ-2 FISH 28 42

オンコタイプ 7 12 ＰＤ-Ｌ1 21 39

OnnkoScreen 0 1 ＣＬＤＮＩＮ 18 22 40

EGFR 0 0 ＭＭＲ 10 40

ALK 0 0 ＣＬＤＮＩＮ 18 22 40

ROS1 0 0 リンパ腫 ＥＺＨ2 3 0

ＰＤ－Ｌ1 24 39 ＰＤ-Ｌ1 5 0

オンコマイン 7 9 ＨＥＲ-2 1 0

Ａｍｏｙ 3 5 食道癌 ＰＤ-Ｌ1 7 3

コンパクトパネル 14 26 ＢＲＡＦ 2 0

ＨＥＲ-2(IHC) 13 81 ＰＤ-Ｌ1 1 0

ＨＥＲ-2 FISH 0 0 その他 その他 0 33

ＲＡＳ・ＢＲＡＳ 73 77 588 752遺伝子検査総件数
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＜＜認認定定検検査査士士＞＞  

細胞検査士：5名 

遺伝子分析科学認定士（初級）：1名 

臨床病理同学院 二級臨床病理技術士（病理）：2名 

特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任：2名 

有機溶剤作業主任者：1名 

化学物質管理者：1 名 
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診診療療支支援援局局：：放放射射線線部部門門  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

部門長兼放射線副センター長 

兼放射線治療副センター長 
西池 成章 

部門長代理 

兼放射線治療品質管理室長 
田原 大世 

放射線センター担当主幹 行 正剛 

救命救急センター担当主幹 相良 健司 

放射線治療センター担当主幹 

兼医学物理室長 
前田 直子 

医療安全管理主査 藤村 一郎 

業務管理主査 中平 修司 

医療放射線管理主査 安永 桂介 

技術管理主査 常玄 大輔 

医療情報管理主査 増田 慎吾 

被ばく管理主査 梅木 拓哉 

他スタッフ 25名 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

放射線部門は、放射線センター、放射線治療センター、

および救命救急センターにおいて、診療に不可欠な放射

線を用いた検査、治療、ならびに画像処理業務を日常的

に遂行している。これらの業務は、各部門がその機能を果

たす上で極めて重要な要素である。患者の被ばく線量につ

いては、関連法規や院内規定に基づき厳格に記録・管理さ

れており、日々の診療における安全確保に寄与している。

部門に所属する職員は診療放射線技師などの専門職であ

り、各々が高度な専門性を発揮して業務に従事している。

また、多職種連携を重視し、円滑な情報共有や協力体制

を構築することで、チーム医療の一員としての役割を果たし

ている。あわせて、業務効率の向上や、持続可能な職場環

境の整備にも継続的に取り組んでいる。 

＜＜実実績績＞＞  

＜認定資格＞ 
取得資格名 人数 

第 1 種放射線取扱主任者 8 名 

第 1 種作業環境測定士（放射性物質） 2 名 

衛生工学管理士 2 名 

医学物理士 1 名 

放射線治療専門放射線技師 2 名 

放射線治療品質管理士 2 名 

検診マンモグラフィ撮影認定技師 9 名 

乳がん検診超音波検査実施技師 1 名 

Ｘ線ＣＴ認定技師 7 名 

肺がんＣＴ認定技師 3 名 

医療情報技師 4 名 

医療画像情報専門技師 1 名 

医療画像情報精度管理士 4 名 

画像等手術支援認定診療放射線技師 1 名 

臨床実習指導教員 5 名 

放射線管理士 1 名 

  

  

放射線機器管理士 1 名 

救急撮影認定技師 11 名 

血管撮影インターベンション専門診療放射線技師 2 名 

Ａｉ認定診療放射線技師 1 名 

磁気共鳴専門技術者 1 名 

核医学専門技師 1 名 

放射性医薬品取り扱いガイドライン講習会 受講 5 名 

日本ＤＭＡＴ 1 名 

大阪ＤＭＡＴ 3 名 

告示研修（厚生労働省第 273 号）実技研修修了者 33 名 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

今年度は、造影検査における安全管理体制の強化を目

的に「造影剤副作用カード」の運用を開始した。中等症以

上の副作用歴を有する患者を対象にカードを発行すること

で、患者・スタッフ間での確実な情報共有を図るとともに、

副作用情報を電子カルテおよびRISのコメント欄へ反映し、

全診療科での横断的な情報共有を徹底した。これにより、

造影剤の使用可否を迅速かつ的確に判断できる体制を確

立している。 

核医学部門においては、GE社製の核医学装置を新たに

導入した。画質の向上および解析機能の拡充により、診断

能の大幅な向上を実現している。3月には装置習熟や撮影

プロトコルの移行に関する専門トレーニングを修了し、円滑

な運用体制を整備した。 

医療機器の維持管理については、定期点検の徹底によ

り安定した稼働状況を維持しているが、一部基幹機器の経

年劣化が今後の重要課題である。今後は中長期的な視点

に基づき機器の更新計画を策定し、最新の医療技術を継

続して提供できる体制を維持する。 

来年度は、高度化する医療技術へ確実に対応するため

研修体制をさらに充実させ、部門全体の専門性と安全意識

の底上げを図る。あわせて、多職種との連携をより一層深

化させ、強固なチーム医療を通じて患者に寄り添った質の

高い放射線診療の提供を目指す。 
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